






































物理学関係連合講演会、 SPIEOptics & Photonics 2007国際会議で講演予定である。
第2に、有機EL素子の作製簡略化を狙い、インクジェットプリント（IJP）法を用いた自己整
合有機EL素子［2］のマルチカラー化を検討した。図4に、自己整合IJPの工程を示す。作製で
は、 ITO付ガラス基板上に PMMA絶縁膜を塗布し、りん光有機発光材料である Ir(ppy)3（緑）、
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理無しの輝度半減時聞が 607hrに対し、処理を実施しでも 600hr台と向上は見られず、 ITO
表面平坦性以外のモードが劣化の原因となっている。今後、劣化モード解明が課題となる。
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0 ・処理なレ J=14.8 mA/rnt t112= 607卜r
。 ・処理1 J= 14.2 mA/cnt t1'1~ ＝ Ml川（予測）
固 ・処理3 J= 14.3 mA/c附 t；，ニ617hr （予測）
処理なし
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